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南大隅町は、九州本島最南端に位置し、農業、畜産業等の一次産業を基幹産業としている地域である。当該地域

は、農畜産物をはじめ地域にある資源を活かした「地域産業の高付加価値化」による産業の育成に取り組んでおり、

実現事業で地域の特産品を使った加工品の開発及び販路開拓の事業等を実施することにより、関連分野の活性化

を図り、雇用機会の拡大を目指す。

・事業を実施するために雇い入れる地域求職者の数：４名

みなみおおすみちょう

主な事業内容

□ 地域の農産物等のマーケティングリサーチの実施

□ 地域の特産品を使った加工品の開発

・ 早掘り馬鈴薯、ポンカン、タンカン等の瞬間冷凍や保冷技術の確立

・ 早掘り馬鈴薯やさつまいもを活用した加工品の開発

・ 新ごぼうやハバネロ等を活用した加工品の開発

・ ポンカン、タンカン等を活用した加工品の開発

・ カンパチ、天然ブリ等の高級魚やテングサ等の海藻等を活用した加工品の開発

□ 販路開拓

・ 販売プロモーション等による新たな販路の開拓

人口：9,803人
（平成20年3月31日現在）

南大隅町
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